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並
木
地
区
の
概
要

　
今
回
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
並
木
地
区
と
は
、
通

常
、
金
沢
区
臨
海
北
部
に
位
置
す
る
並
木
一
丁
目
、

並
木
二
丁
目
、
並
木
三
丁
目
及
び
、
富
岡
東
二
丁
目

ま
で
を
含
む
総
面
積
約
五
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

エ
リ
ア
を
言
う
。

　
並
木
地
区
は
、
金
沢
地
先
埋
立
事
業
計
画
の
住
宅

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
人
工
海
浜
や
工
業
団
地
と
と
も
に
、

昭
和
四
十
年
代
後
半
に
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
に
建
て

ら
れ
た
中
高
層
中
心
の
大
規
模
団
地
群
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
並
木
と
い
う
地
名
自

体
、
埋
立
以
前
に
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
漁
師
た
ち
の

漁
場
の
呼
び
名
を
そ
の
ま
ま
名
付
け
た
も
の
で
、
海

の
上
に
突
然
出
現
し
た
人
工
都
市
と
し
て
の
こ
の
街

の
生
い
立
ち
を
逆
説
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
地
区
の
東
縁
に
は
高
架
新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
緑
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー

ン
が
縦
断
し
、
西
側
は
富
岡
八
幡
の
森
や
長
浜
措
置

場
の
旧
海
岸
線
崖
地
が
い
わ
ば
緑
の
壁
と
な
っ
て
、

整
然
と
区
画
さ
れ
た
人
工
的
な
町
並
み
を
取
り
囲
ん

で
い
る
。
航
空
写
真
な
ど
で
俯
瞰
す
る
と
、
一
見
こ

の
地
区
が
他
の
地
域
社
会
と
物
理
的
に
隔
絶
し
た
現

代
の
隠
れ
里
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
平
成
六
年
現
在
で
地
区
内
人
口
二
万
九
千
人
。
入

居
開
始
が
昭
和
五
十
三
年
で
あ
る
か
ら
、
最
も
古
い

居
住
歴
を
持
つ
人
で
も
ま
だ
十
五
年
そ
こ
そ
こ
で
あ

る
。
こ
の
町
で
最
初
に
生
ま
れ
た
子
供
達
が
、
ま
だ

高
校
生
に
も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
居
住
形
態
は
、
分
譲
が
六
割
に
対
し
て
公
営
や
賃

貸
が
四
割
で
あ
り
、
人
口
の
移
動
率
は
年
二
か
ら
二
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
他
の
大
規
模
団
地
に
比
べ
る
と

定
住
化
の
傾
向
が
強
い
。

　
居
住
階
層
は
、
本
来
地
域
に
生
計
の
場
の
な
い
新

中
間
層
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
隣
接
す
る
金
沢
工

業
団
地
の
勤
労
者
が
当
初
か
ら
優
先
的
に
入
居
し
て

い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
こ
の
地
区
の
主
婦
の
パ
ー
ト

先
も
、
団
地
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
工
業
団

地
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
は
珍
し
く
、
職
住
近
接
型
の
街
の
相

貌
も
持
っ
て
い
る
。

　
並
木
地
区
は
、
相
対
的
に
見
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

イ
ン
フ
ラ
の
面
で
は
、
充
実
し
た
環
境
水
準
に
あ
る

と
い
え
る
。

　
も
と
も
と
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
の

凄
ま
じ
い
ス
プ
ロ
ー
ル
化
に
よ
っ
て
、
都
市
構
造
を

破
壊
さ
れ
た
横
浜
市
が
、
威
信
を
か
け
て
ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、

実
験
的
な
都
市
設
計
に
取
り
組
ん
だ
街
で
あ
る
。
公

共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
に
個
性
的
な
建
築
家
を
導
入
し

た
り
、
街
路
の
個
々
の
機
能
付
け
に
関
し
て
フ
レ
キ

シ
ビ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
格
子
状

の
街
路
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
、
ル
ー
プ
道
路
か
ら
裏

路
地
ま
で
、
自
然
に
続
く
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

地域施設配置図

１
―
並
木
地
区
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概
要
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域
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況

３
―
結
論
に
か
え
て

成
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
に
伴
っ
て
サ
イ
ン

や
植
樹
、
ミ
ニ
公
園
・
広
場
な
ど
が
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
て
配
備
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
並
木
を
ぶ

ら
ぶ
ら
歩
く
と
、
そ
の
計
画
的
な
意
図
は
随
所
に
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
域
施
設
整
備
と
い
う
点
だ
け
取
っ
て
み
て
も
、

並
木
地
区
は
、
金
沢
区
の
ど
の
地
区
よ
り
も
恵
ま
れ

て
い
る
。
埋
立
地
の
た
め
、
用
地
確
保
が
比
較
的
容

易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
・
ス
ク
ー
ル
が
す
で
に
地
区
内
に
存
在
し
て
い
る
。

平
成
七
年
富
岡
船
溜
り
水
際
線
に
地
区
セ
ン
タ
ー
が

オ
し
フ
ン
す
れ
ば
、
金
沢
区
で
、
い
わ
ゆ
る
横
浜
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
の
旧
四
点
セ
ッ
ト
が
そ
ろ
う

最
初
で
最
後
の
地
区
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
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並
木
地
域
活
動
現
況

①
―
連
合
自
治
会
活
動

ア
立
ち
上
が
り
集
う
男
た
ち

　
並
木
地
区
の
連
合
自
治
会
組
織
で
あ
る
「
金
沢
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
連
合
自
治
会
」
は
二
十
八
の
単
位
自

治
会
か
ら
成
り
、
八
千
百
九
十
世
帯
を
包
括
す
る
巨

大
な
組
織
で
あ
る
。
並
木
地
区
の
場
合
、
単
位
自
治

会
の
会
長
は
、
通
常
九
〇
％
が
一
年
で
入
れ
替
わ
る
。

「
く
じ
引
き
」
や
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
や
「
持
ち
回
り
」

で
会
長
を
選
出
す
る
自
治
会
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
が
連
合
自
治
会
と
な
る
と
さ
す
が
に
、
対
外
的

な
折
衝
や
実
務
処
理
に
ど
う
し
て
も
経
験
が
要
求
さ

れ
る
た
め
、
何
年
か
続
け
て
役
員
を
踏
襲
す
る
人
が

多
い
。
も
っ
と
も
こ
の
並
木
地
区
の
性
格
上
、
連
合

自
治
会
の
役
員
と
言
え
ど
も
、
四
十
代
～
五
十
代
の

働
き
盛
り
の
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
主
で
あ
る
。

　
昭
和
六
十
年
か
ら
連
合
自
治
会
の
事
務
局
長
を
勤

め
る
福
永
哲
夫
氏
も
こ
の
よ
う
な
現
役
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
役
員
の
一
人
で
あ
る
。
も
と
も
と
福
永
氏
が
自
治

会
活
動
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
彼
の
住

む
ブ
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム
街
区
の
駐
車
場
問
題
が
き
っ
か

け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
並
木
地
区
は
、
先
に
述
べ
た

通
り
職
住
近
接
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
指
し
た
横

浜
市
の
計
画
的
な
理
念
上
、
敷
地
内
の
駐
車
場
設
置

は
極
力
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
昭
和
五
十

三
年
の
完
成
時
点
で
、
ブ
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム
街
区
の
世

帯
あ
た
り
の
駐
車
場
比
率
は
、
二
百
四
世
帯
に
対
し

て
五
十
三
区
画
。
四
世
帯
の
う
ち
三
世
帯
は
駐
車
場

が
確
保
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム

で
は
入
居
早
々
か
ら
路
上
で
の
違
法
駐
車
の
問
題
な

ど
、
駐
車
場
が
当
選
し
た
住
民
と
当
選
し
な
か
っ
た

住
民
と
の
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
顕
在
化
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
、
「
自
治
会
活
動
に
は
全
く
興
味
が
な

か
っ
た
し
、
自
分
自
身
は
駐
車
場
が
当
た
っ
て
い
た
」

と
い
う
福
永
氏
も
、
駐
車
場
を
持
だ
な
い
人
た
ち
の

任
意
団
体
で
あ
る
「
カ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
広
報
委
員
会

に
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
だ
の
を
き
っ
か
け
に
、
自

治
会
や
管
理
組
合
で
も
駐
車
場
対
策
委
員
会
に
か
か

わ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
駐

車
場
問
題
に
取
り
組
む
住
民
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
格
に

な
っ
て
い
く
。

　
無
論
、
住
民
の
全
て
が
当
初
か
ら
駐
車
場
の
増
設

に
賛
成
な
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
駐
車
場
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
共
有
地

の
芝
生
を
削
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
緑
の
価
値
を

訴
え
る
住
民
や
子
供
や
歩
行
者
の
安
全
に
不
安
を
持

つ
住
民
。
騒
音
や
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境

の
悪
化
や
自
動
車
そ
の
も
の
に
嫌
悪
感
を
持
つ
住
民
。

こ
う
し
た
増
設
反
対
派
の
住
民
を
含
め
て
、
福
永
氏

た
ち
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
各
棟
ご
と
の
集
会
な
ど

あ
ら
ゆ
る
集
ま
り
を
通
し
て
、
住
民
間
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
づ
く
り
に
努
め
た
と
い
う
。
ま
た
多
角
的
な
調

査
活
動
に
基
づ
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
に
対
す
る

長
期
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
駐
車
場
増
設
の
メ
リ
ッ

ト
を
客
観
的
に
明
示
し
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
道

な
活
動
に
よ
っ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム
自
治
会
は
緑

地
保
全
や
安
全
確
保
に
配
慮
す
る
形
で
、
敷
地
内
で

の
駐
車
場
増
設
を
実
現
す
る
。
福
永
氏
は
ブ
ラ
ウ
ン

ハ
イ
ム
駐
車
場
完
成
後
そ
の
手
腕
を
請
わ
れ
て
、
シ
ー

サ
イ
ド
タ
ウ
ン
連
合
自
治
会
の
役
員
と
な
る
が
、
こ

こ
で
も
ま
た
市
と
の
交
渉
の
結
果
、
並
木
地
区
全
体

で
の
臨
時
駐
車
場
の
確
保
や
駐
車
場
の
増
設
を
実
現

さ
せ
て
い
る
。

　
並
木
地
区
連
合
自
治
会
が
、
「
道
路
交
通
」
や

「
商
業
対
策
」
「
文
化
対
策
」
な
ど
地
区
の
主
要
課

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

題
ご
と
に
専
門
委
員
会
を
組
織
し
、
新
た
な
課
題
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
随
時
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
対
応
し
て
い
る
な
ど
、
「
親
睦
機
能
」
よ

り
も
「
課
題
解
決
型
」
の
機
能
集
団
と
し
て
の
側
面

が
強
い
の
は
、
駐
車
場
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

地
域
社
会
で
の
生
活
上
必
要
に
迫
っ
た
課
題
を
、
異

な
る
立
場
の
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
民
主
的
に
調
整
し
な

が
ら
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
組
織
的
に
求
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
と
し
て
の
街
区
集
会
場
の

存
在

　
並
木
地
区
で
は
各
街
区
（
単
位
自
治
会
の
範
囲
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
）
ご
と
に
一
ヵ
所
、
必
ず
集
会
場
が

配
備
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は
ど
こ
も
約
八
十
平
米
程

度
。
原
則
的
に
は
管
理
組
合
所
有
の
も
の
だ
が
、
自

治
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
利
用
で
き
る
（
も
っ
と

も
、
当
街
区
の
管
理
組
合
と
自
治
会
が
仲
が
良
け
れ

ば
の
話
だ
が
）
。
例
え
ば
、
先
の
ブ
ラ
ウ
ン
ハ
イ
ム

街
区
の
集
会
場
の
場
合
、
駐
車
場
問
題
な
ど
地
域
の

課
題
解
決
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
集
会
場
が
フ
ル

稼
働
す
る
と
い
う
。
こ
こ
の
集
会
場
の
強
み
は
、
本

来
の
意
味
で
、
住
民
に
よ
る
自
主
管
理
で
あ
る
た
め
、

利
用
時
間
が
無
制
限
な
こ
と
、
ま
た
飲
食
な
ど
が
ル
ー

ル
さ
え
守
れ
ば
、
比
較
的
自
由
に
で
き
る
こ
と
で
あ

る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
集
会
所
が
機
能
す
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
街
区
単
位
の
範
囲
で
の
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
場

合
で
あ
っ
て
、
並
木
地
区
全
体
を
対
象
と
し
た
、
例

え
ば
連
合
自
治
会
の
総
会
な
ど
で
は
、
利
用
し
た
く

て
も
と
て
も
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
て
足
り
な
い
と
い
う
。

「
時
間
無
制
限
で
、
飲
食
自
由
、
利
用
者
の
良
識
に

よ
っ
て
、
使
用
上
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
く
」
連
合

自
治
会
館
の
建
設
に
向
け
て
、
連
合
事
務
局
長
の
福

街区集会場

ティタイム―サラリーマンの夜の社交場

ブラウンハイム集会場が街区内のサラリーマンの夜の社交場になることもしばしばであ

るという。並木地区はこれだけ人口を抱える街でありながら地区内に「飲み屋」がほど

んどない。だからというわけでもないが、この集会場に明かりがついていると、別に目

的もなしにふらっと入って来て、集会場の冷蔵庫内に保管してあるビールで適当に咽喉

をしめらしながら、よもやま話に花をさかす会社帰りのサラリーマンも多いという。事

実この集会場を拠点として、四十代の男性を中心とした、「ブラウンクラブ」という趣

味のサークルまで生まれてきている。こうなるとイギリスのパブを思い起こさせる「大

人のコミュニティサロン」といった感じだが。

　大晦日などにブラウンクラブのメンバーが中心になって、この集会所で鍋パーティを

やって、年を越し、三々五々に初詣にでかけたりもするそうだから、日本的「寄り合い

所」とでもいうべきか。
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永
氏
は
現
在
努
力
中
で
あ
る
と
い
う
。

②
―
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

ア
結
び
付
く
母
親
た
ち

●
子
育
て
に
つ
い
て
知
識
を
持
た
な
い
若
い
夫
婦
の

街
。

　
　
「
子
供
が
石
け
ん
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
」

　
並
木
団
地
の
入
居
が
始
ま
っ
て
ま
だ
間
も
な
い
頃
、

保
健
指
導
員
の
斉
藤
郁
子
氏
の
家
に
は
、
乳
幼
児
を

抱
え
る
母
親
か
ら
の
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
電
話
が
よ
く

か
か
っ
て
き
た
と
い
う
。
昭
和
五
十
年
当
時
《
ヤ
ン

グ
タ
ウ
ン
》
と
呼
ば
れ
た
並
木
地
区
は
平
均
年
齢
二

十
六
歳
。
出
生
率
は
三
、
二
％
と
高
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
乳
幼
児
の
親
の
大
部
分
が
子
育
て
に
つ
い
て
の

経
験
を
を
持
だ
な
い
核
家
族
世
帯
で
あ
っ
た
。
誰
か

に
相
談
し
た
く
て
も
、
両
親
は
遠
く
に
離
れ
、
隣
近

所
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
。
一
人
で
悩
ん
だ
あ
げ
く
、

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
母
親
が
後
を
断
た
な
か
っ
た
そ

う
だ
。

　
昭
和
五
十
四
年
に
は
、
斉
藤
氏
の
働
き
か
け
も
あ
っ

て
、
保
健
所
に
よ
る
「
出
張
乳
幼
児
検
診
」
が
実
現
。

育
児
相
談
も
兼
ね
た
二
時
間
あ
ま
り
の
診
察
に
二
百

人
を
越
え
る
母
子
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

毎
年
定
期
的
な
保
健
所
主
催
の
育
児
教
室
が
開
催
さ

れ
る
中
で
、
教
室
に
参
加
し
た
母
親
達
の
間
か
ら

「
日
常
的
に
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
」

と
い
う
声
が
起
こ
り
、
自
然
に
幾
つ
か
の
母
親
ク
ラ

ブ
が
育
っ
て
い
っ
た
。

●
金
沢
区
の
中
で
、
も
っ
と
も
数
の
多
い
母
親
ク
ラ

ブ　
並
木
地
区
の
母
親
ク
ラ
ブ
は
、
現
在
二
十
六
グ
ル
ー

プ
。
金
沢
区
の
各
地
区
の
母
親
ク
ラ
ブ
の
な
か
で
も

最
多
数
を
誇
る
。

　
並
木
の
出
生
率
が
最
盛
期
に
比
べ
半
分
に
下
が
り
、

子
供
数
が
減
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
だ
け
ク
ラ

ブ
の
数
が
多
い
の
は
、
並
木
地
区
の
地
域
社
会
や
家

族
の
在
り
方
が
、
か
つ
て
の
血
縁
を
軸
と
し
た
大
家

族
的
な
も
の
と
は
違
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
共
同

保
育
の
在
り
方
を
根
強
く
求
め
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
。

　
母
親
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
活
動
を
続
け
る
動
機
と

し
て
、
「
子
育
て
を
お
互
い
に
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、

自
分
の
時
間
を
持
て
る
。
」
　
「
子
育
て
の
先
輩
が
い

る
と
、
初
め
て
子
供
を
育
て
る
と
き
に
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
」
　
「
子
供
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
で
き

る
」
と
並
木
の
母
親
ク
ラ
ブ
の
一
つ
で
あ
る
「
水
曜

会
」
の
メ
ン
バ
ー
達
も
語
っ
て
い
る
。

　
活
動
の
頻
度
は
月
一
回
か
ら
週
一
回
ま
で
、
各
々

の
ク
ラ
ブ
の
事
情
に
合
わ
せ
て
、
様
々
で
あ
る
。
活

動
場
所
は
、
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
や
集
会
場
や
公
園

な
ど
。
活
動
内
容
も
、
室
外
で
の
集
団
遊
び
か
ら
、

室
内
の
遊
び
ま
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
。

遠
足
や
七
夕
会
、
お
月
見
会
ク
リ
ス
マ
ス
会
等
の
年

中
行
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
活
動
費
は
区
の
生
涯
学
級
係
か
ら
年
一
万
円
の
助

成
金
が
配
付
さ
れ
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ

ブ
と
も
会
員
か
ら
の
会
費
や
バ
ザ
ー
の
売
上
で
賄
っ

て
い
る
と
い
う
。

●
活
動
場
所
が
な
い

　
昨
年
、
地
区
の
母
親
ク
ラ
ブ
が
お
互
い
に
情
報
交

換
す
る
目
的
で
、
《
並
木
会
》
と
い
う
地
区
連
絡
協

議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
初
代
代
表
と
な
っ
た
岩
田
幸

子
氏
は
「
活
動
を
続
け
る
上
で
最
大
の
課
題
は
、
《

活
動
場
所
》
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
管
理
組
合
の
集
会
所
は
、
組
合
員
以
外
の
人
間
が

メ
ン
バ
ー
に
い
る
と
、
な
か
な
か
借
り
づ
ら
い
。
ま

た
、
元
々
、
会
議
室
仕
様
に
で
き
て
い
る
た
め
、
子

供
を
遊
ば
せ
て
お
く
の
に
は
使
い
づ
ら
い
。
こ
ど
も

ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
個
人
利
用
が
原
則
で
、
し
か
も
、

あ
く
ま
で
こ
ど
も
の
遊
び
場
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ

け
に
あ
る
た
め
、
母
親
同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
で

き
な
い
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
並
木
第
三
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
設
さ
れ
、
や
っ
と
場
所
の
目

処
が
だ
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
に
し
て
も
、
学
校
校
舎

内
に
あ
る
た
め
、
午
前
中
は
当
然
授
業
が
あ
り
、
こ

ど
も
が
騒
げ
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
「
身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、

会
議
も
で
き
る
子
育
て
専
用
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が

欲
し
い
。
し
か
も
、
単
位
自
治
会
や
管
理
組
合
の
枠

を
越
え
て
、
並
木
と
い
う
横
の
つ
な
が
り
で
集
え
る

場
が
欲
し
い
。
」
こ
れ
は
彼
女
ら
の
共
通
の
要
望
で

あ
る
。

イ
た
む
ろ
す
る
青
少
年
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
と
学
校
開
放
の
狭
間
で

●
夜
の
街
で
た
む
ろ
す
る
青
少
年

　
夜
、
並
木
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
明
か
り
の
あ

る
場
所
で
た
む
ろ
す
る
青
少
年
に
よ
く
出
会
う
。
並

木
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
環
境
浄
化
委
員
を

設
置
し
、
シ
ン
ナ
ー
遊
び
や
暴
走
族
な
ど
、
青
少
年

非
行
に
対
す
る
夜
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
月
一
回
の

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
並
木
の
街
は
建
物
の
間
隔
が
広
く
、
樹
木
が
多

い
の
で
、
身
を
隠
す
場
所
が
沢
山
あ
る
。
そ
れ
で
不

良
が
た
む
ろ
す
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
の
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
の
片
山
哲
雄
氏
の
弁
で

あ
る
。

　
　
「
並
木
地
区
で
は
、
子
供
が
中
学
校
に
上
が
る
と

・富岡八幡こどもログハウススタッフ

○自主活動グループ

○母親クラブ系活動グループ

・並木地区母親クラブ連絡協議会

・ぴょんぴょんクラブ

・水曜会

○保健福祉系活動グループ

・あじさいの会

・グループゆうかり

○生涯学習系活動グループ

・並木面白倶楽部

・はなみずき

●ヒヤリング対象者

○自治会・町内会関係

・並木地区連合自治会会長

・並木地区連合自治会事務局長

・並木地区民生委員

・並木地区社会福祉協議会事務局長

・並木地区在宅支援サービスセンター

　コーディネーター

・並木地区保健指導員

・並木地区少年補導委員

○その他施設関係等

・並木地区ホームヘルパー

・並木第三小学校コミュニティースクール館長
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パ
ー
ト
に
出
て
し
ま
う
母
親
が
多
い
。
夕
方
子
供
た

ち
が
家
に
帰
っ
て
も
、
誰
も
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ

う
い
う
こ
ど
も
た
ち
の
溜
ま
り
場
が
で
き
や
す
い
。
」

　
現
在
、
並
木
地
区
の
青
少
年
補
導
員
で
あ
る
餅
田

稔
氏
も
か
っ
て
地
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
呼
び
か
け
て
、
中

高
生
の
無
灯
火
自
転
車
の
取
締
活
動
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
　
「
古
い
街
な
ら
ば
、
中
学
生
や
高
校
生
が
ち
ょ
っ

と
悪
さ
を
し
て
も
、
彼
ら
の
小
さ
い
頃
の
こ
と
を
近

所
の
人
達
も
知
っ
て
い
る
か
ら
声
を
か
け
や
す
い
。

と
こ
ろ
が
、
並
木
の
よ
う
な
新
し
い
街
だ
と
、
お
互

い
の
距
離
感
が
つ
か
め
な
い
か
ら
怖
さ
が
先
に
立
っ

て
し
ま
い
、
知
ら
ぬ
が
仏
を
決
め
込
ん
で
し
ま
う
。
」

だ
か
ら
ま
ず
、
「
声
を
か
け
、
顔
見
知
り
に
な
る
と

こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
」
と
思
っ
て
取
締
活
動
を
行
っ

た
の
だ
と
い
う
。

●
並
木
第
三
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

開
設

　
第
三
小
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
）
は
平
成
六
年
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

事
務
局
長
始
め
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
女
性
で
あ
る
。
館

長
の
大
上
氏
は
、
世
田
谷
の
中
学
校
で
非
常
勤
の
教

師
を
行
っ
て
い
た
、
明
る
く
ハ
キ
ハ
キ
と
し
た
気
丈

夫
そ
う
な
女
性
で
あ
る
。
来
館
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
犬
切
に
し
、
誰
に
対
し
て
も
気
さ
く
に
声

を
か
け
る
。

　
利
用
者
は
月
千
人
を
越
え
、
着
物
の
着
付
け
教
室

な
ど
の
自
主
事
業
の
参
加
者
も
多
い
。
そ
の
大
上
氏

が
今
悩
ん
で
い
る
の
は
、
第
三
小
学
校
の
敷
地
に
《

不
法
侵
入
》
し
《
た
む
ろ
》
す
る
中
高
生
の
存
在
だ

と
い
う
。

　
勝
手
に
学
校
の
プ
ー
ル
に
入
り
込
ん
で
洋
服
の
ま

ま
泳
ぐ
子
供
た
ち
。
バ
イ
ク
で
校
庭
を
走
り
回
り
、

爆
竹
を
を
仕
掛
け
る
子
供
た
ち
。
土
曜
日
を
中
心
に
、

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
学
校
全
体
が
彼
ら
の
開
放
区

に
な
る
と
い
う
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
は
、
「
こ
の
子
た
ち
は
学
校
が

好
き
で
、
卒
業
し
て
か
ら
も
学
校
に
戻
っ
て
く
る
の

だ
」
と
冗
談
め
か
し
て
言
う
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
の

好
き
な
の
は
、
授
業
の
終
わ
っ
た
放
課
後
の
《
学
校

》
で
あ
り
、
地
域
に
否
応
な
く
開
か
れ
た
《
学
校
》

で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
事
務
局
長
を
始
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
、
校
庭
で
勝
手

に
た
む
ろ
す
る
彼
ら
が
ど
こ
の
誰
で
何
を
考
え
て
い

る
の
か
顔
の
見
え
な
い
存
在
で
あ
る
以
上
、
正
直
言
っ

て
関
わ
り
の
在
り
方
も
見
え
な
い
と
い
う
。

●
並
木
第
三
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
新
た

な
試
み

　
並
木
第
三
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
青
少

年
に
対
す
る
関
わ
り
は
こ
の
よ
う
な
意
図
せ
ざ
る
も

の
だ
け
で
は
な
い
。
し
ば
ら
く
前
か
ら
、
夜
の
利
用

者
の
少
な
い
の
を
逆
手
に
と
っ
て
、
事
務
局
長
の
発

案
で
、
空
き
部
屋
を
大
学
受
験
生
に
勉
強
部
屋
と
し

て
貸
す
こ
と
で
、
受
験
生
ど
う
し
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
試
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

　
　
「
受
験
生
は
、
家
族
が
立
て
る
箸
の
音
一
つ
に
も

過
敏
に
反
応
す
る
。
ま
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
そ

う
で
あ
る
。
家
族
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
場
で
、
同
じ

立
場
の
受
験
生
ど
う
し
が
勉
強
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
情
報
交
換
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
た
。
」

　
口
コ
ミ
で
集
ま
っ
た
受
験
生
の
評
判
は
上
々
で
あ

る
。
特
に
、
最
近
は
、
事
務
局
長
を
始
め
と
す
る
ス

タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り
が
深
ま
っ
て
い
く
中
で
、
彼
ら

の
中
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
自
体
に
興

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

味
を
も
っ
て
、
館
の
自
主
事
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

青
年
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。
「
で
き
れ
ば
、
今

め
利
用
者
が
大
学
に
合
格
し
た
後
も
地
域
に
戻
っ
て

き
て
、
大
学
の
生
情
報
を
部
屋
の
後
輩
に
伝
え
て
い

く
よ
う
な
関
係
が
で
き
て
い
く
と
あ
り
か
た
い
。
」

と
大
上
氏
は
言
う
。

●
青
少
年
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
に
な
っ
て
、
。
《
生
涯
学
習
》
の
拠
点
に
留
ま

ら
ず
、
青
少
年
活
動
を
含
ひ
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
い
く
以
上
、
こ
の
並
木
第
三
小
の
試
み
は
示
唆
に

富
む
も
の
だ
。
更
に
言
え
ば
、
校
庭
で
た
む
ろ
す
る

中
高
生
と
校
舎
の
中
で
勉
強
す
る
受
験
生
と
が
《
固

有
名
詞
》
で
知
り
合
え
る
交
流
の
場
が
生
ま
れ
た
と

き
、
こ
の
並
木
第
三
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
が
本
当
の
意
味
で
現
代
の
青
年
た
ち
の
新
し
い
若

衆
宿
と
な
る
の
だ
と
思
う
。

回
呼
び
寄
せ
ら
れ
る
老
人
た
ち

　
並
木
地
区
の
高
齢
化
率
は
、
四
％
前
後
と
金
沢
区

の
他
の
地
区
と
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
ま
た
独
り
暮

ら
し
老
人
の
数
も
四
十
人
前
後
と
こ
れ
も
ま
た
低
い

数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
考
え
る
と
、
こ
の

地
区
で
は
高
齢
化
に
と
も
な
う
問
題
は
現
在
そ
れ
ほ

ど
深
刻
で
は
な
い
と
思
わ
せ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
《
呼
び
寄
せ
老
人
》
の
存
在
が
、
今
、

こ
の
地
区
で
目
立
っ
て
き
て
い
る
と
並
木
地
区
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
独
り
暮
ら
し
の
老
人
の
介
護

に
従
事
し
て
い
る
富
沢
氏
は
言
う
。

　
　
「
自
分
が
四
十
代
～
五
十
代
に
差
し
か
か
る
と
、

田
舎
に
い
る
親
も
歳
を
取
っ
て
き
て
、
同
居
し
て
面

倒
を
見
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
た
だ
、
生
活
の
拠
点

が
並
木
地
区
に
あ
る
た
め
、
田
舎
に
帰
る
わ
け
に
行

※
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
た
が
、

こ
の
意
味
は
、
単
に
名
称
や
ス
ペ
ー
ス
の

拡
大
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
真
に

地
域
に
根
づ
い
た
施
設
と
し
て
、
機
能
す

る
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
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か
ず
、
仕
方
な
く
親
を
並
木
に
呼
び
寄
せ
、
同
居
す

る
団
塊
の
世
代
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
呼
び
寄

せ
老
人
は
、
住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
た
め
、
統
計

的
な
数
字
で
は
現
わ
れ
な
い
が
、
か
な
り
の
人
数
に

の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
。
」

　
彼
ら
は
共
稼
ぎ
世
帯
の
多
い
並
木
地
区
に
あ
っ
て
、

昼
間
は
ぽ
つ
ね
ん
と
一
人
で
自
室
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
並

木
の
町
全
体
の
ハ
ー
ド
の
作
り
が
、
高
齢
者
の
存
在

を
意
識
し
て
お
ら
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
無
い
中
高

層
集
合
住
宅
も
か
な
り
あ
り
、
老
人
が
な
か
な
か
外

に
出
ら
れ
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

並
木
地
区
特
有
の
住
民
意
識
と
し
て
、
「
車
椅
子
の

お
年
寄
り
を
団
地
の
階
段
を
伝
っ
て
外
に
連
れ
出
す

時
で
も
、
家
族
だ
け
で
全
て
抱
え
込
ん
で
し
ま
い
、

近
隣
の
人
に
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け
て
手
伝
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
し
な
い
。
こ
こ
に
住
む
人
達
は
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
人
一
倍
強

い
。
ま
た
、
老
人
同
士
で
も
、
年
金
の
多
寡
や
自
分

の
職
歴
、
は
て
は
息
子
の
勤
め
て
い
る
会
社
の
格
に

こ
だ
わ
っ
て
、
な
か
な
か
打
ち
解
け
よ
う
と
し
な

い
。
」
こ
と
に
も
あ
る
と
、
富
沢
氏
は
言
う
。

●
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
新
た
な
取
組
み

　
も
っ
と
も
、
建
物
の
構
造
上
の
問
題
に
対
し
て
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
を
中
心
に
、
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
並
木
二
丁
目

第
一
住
宅
の
管
理
組
合
で
は
、
高
齢
者
世
帯
か
ら
の

提
案
を
受
け
て
、
管
理
組
合
と
し
て
建
物
の
共
用
部

分
に
ス
ロ
ー
プ
を
取
付
け
る
こ
と
を
決
定
し
、
現
在
、

階
段
に
手
す
り
を
取
付
け
る
こ
と
も
検
討
中
で
あ
る

と
い
う
。

●
並
木
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
活
動

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る

た
め
の
地
域
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
や
地
域
福
祉
活
動
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

平
成
二
年
に
開
設
し
た
並
木
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

で
あ
る
池
田
氏
は
、
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
、
「
あ

ら
か
じ
め
決
ま
っ
た
事
業
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
そ
れ
に
的
確
に
応
え
る

た
め
に
、
人
と
人
を
結
び
付
け
て
、
新
し
い
事
業
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
で

あ
る
。
」
と
言
う
。

　
事
実
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
青
年
学
級
な

ど
を
企
画
す
る
中
で
、
講
座
の
卒
業
生
を
中
心
に
健

康
老
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、
月
一
回
程

度
の
ペ
ー
ス
で
地
域
の
歴
史
発
掘
な
ど
を
行
う
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
《
の
ぞ
み
》
な
ど
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
。

●
あ
じ
さ
い
の
会
の
発
足

　
並
木
地
区
に
住
む
《
ボ
ケ
》
や
《
寝
た
き
り
》
の

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
《
あ
じ
さ
い
の
会
》
も
並
木

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
活
動

す
る
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
《
あ
じ
さ
い
の
会
》
は
生
協
の
開
催
し
た
講
座
に

た
ま
た
ま
集
ま
っ
た
受
講
生
を
中
心
に
平
成
二
年
四

月
に
発
足
し
た
。
現
在
、
運
営
の
中
心
と
な
る
ス
タ
ッ

フ
は
十
四
人
。
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
る
と

六
十
人
余
り
の
会
員
で
、
福
祉
事
務
所
や
地
区
の
民

生
委
員
、
保
健
婦
な
ど
か
ら
紹
介
さ
れ
た
約
二
十
人

の
お
年
寄
り
へ
、
週
一
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
当
た
っ

て
い
る
。

　
会
の
代
表
で
あ
る
、
富
岡
団
地
に
住
む
石
原
氏
に

よ
れ
ば
、
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、

約
半
年
か
け
て
、
自
分
達
に
実
行
可
能
か
ど
う
か
調

査
検
討
を
行
っ
た
。
め
ど
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
、
区

社
協
の
職
員
を
通
じ
、
金
沢
区
内
に
サ
ー
ビ
ス
対
象

と
な
る
地
区
と
拠
点
と
な
る
場
所
を
探
し
て
も
ら
う

こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旧
い
地
域
だ
と
、
町

内
会
か
ら
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
だ
と
い
う
だ
け
で
警

戒
さ
れ
て
し
ま
い
、
町
内
会
館
な
ど
の
使
用
に
つ
い

て
も
許
可
が
降
り
な
い
。
半
分
あ
き
ら
め
が
け
た
と

こ
ろ
で
、
並
木
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
所

の
報
を
聞
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
池
田
氏
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
氏
を
通
じ
、
地
区
の
民
生
委
員

や
保
健
婦
さ
ん
な
ど
と
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
、
並
木
地
区
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
言
う
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
限
界
性

　
住
民
が
み
ん
な
よ
そ
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
並

木
の
地
域
社
会
の
あ
る
意
味
で
の
《
開
明
さ
》
と
、

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
い
う
、
う
っ
て
つ

け
の
活
動
拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
《
あ
じ
さ
い
の

会
》
に
と
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
並
木
地
区
の
よ
う
に
み
ん
な
が
同
時

に
歳
を
取
り
高
齢
化
社
会
が
突
然
や
っ
て
く
る
こ
と

を
想
定
し
た
場
合
、
現
在
の
会
の
活
動
で
は
限
界
が
。

あ
る
と
石
原
氏
は
言
う
。

　
　
「
ス
タ
ッ
フ
一
人
一
人
が
家
庭
を
抱
え
、
場
合
に

よ
っ
て
は
仕
事
も
持
っ
て
い
る
。
そ
の
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
活
動
以
外
に
も
自
己
研
鎖
や

ス
タ
フ
フ
同
士
の
学
習
会
を
行
い
、
会
を
運
営
維
持

す
る
た
め
の
事
務
を
執
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
資
金
と
マ
ン
パ
ワ
ー
で
は
、
週
一
回
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
が
精
一
杯
で
あ
る
。
会
の
活
動
を
こ
れ
以

上
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
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週
二
回
に
増
や
す
だ
け
で
も
、
抜
本
的
に
組
織
や
活

動
の
在
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
」

３

結
論
に
か
え
て
―
並
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

調
査
か
ら
視
え
て
き
た
も
の

　
並
木
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
を
通
じ
て
強
く

感
じ
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
本
当
に
必
要

な
課
題
や
ニ
し
ス
が
あ
れ
ば
、
必
ず
な
ん
ら
か
の
形

で
、
そ
れ
に
対
し
て
地
域
住
民
の
中
か
ら
解
決
の
た

め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
自
発
的
に
起
こ
り
、
組
織
が
発

生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
並
木
地
区
で
は
、
連
合
自
治
会
さ
え
も
テ
ー
マ
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
色
彩
が
濃
く
、
様
々
な
自
主
活
動

グ
ル
ー
プ
が
様
々
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
活
発
に

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
男
達
の
地
域

へ
の
か
か
わ
り
が
、
《
会
社
》
に
措
抗
す
る
も
う
一

つ
の
場
を
つ
く
る
試
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
女
達
の
活

動
は
《
子
育
て
》
や
《
親
の
介
護
》
と
い
っ
た
《
家

庭
》
と
切
実
に
結
び
つ
く
形
で
展
開
し
て
い
る
よ
う

に
。
た
だ
し
、
各
々
、
活
動
相
互
の
交
流
・
連
係
は

乏
し
く
、
い
わ
ば
並
列
的
に
テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
状
報
告
に
基
づ
い
て
、

並
木
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
た
め

の
、
行
政
と
し
て
の
施
策
の
方
向
性
を
三
つ
の
視
点

か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

①
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
《
情
報
メ
デ
ィ

　
ア
》

ア
地
域
情
報
メ
デ
ィ
ア

　
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
、
必
ず
話
題
に
登
っ

た
の
が
《
ス
マ
イ
ル
情
報
》
と
い
う
、
地
区
内
に
事

務
所
を
構
え
る
不
動
産
業
者
が
週
一
回
発
行
し
て
い

る
情
報
紙
の
存
在
で
あ
る
。
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
両
面
刷

り
一
枚
。
表
面
は
全
面
不
動
産
の
物
件
広
告
、
裏
面

が
並
木
地
区
の
地
域
住
民
に
開
放
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
地
区
住

民
同
士
の
《
売
り
ま
す
・
買
い
ま
す
》
と
い
っ
た
リ

サ
イ
ク
ル
情
報
や
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
求
人

情
報
か
ら
な
っ
て
い
る
。
情
報
を
掲
載
す
る
の
も
無

料
だ
し
、
誰
が
持
ち
込
ん
だ
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の

情
報
で
も
必
ず
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
カ
タ
ロ

グ
的
情
報
紙
の
需
要
が
高
い
の
は
、
並
木
地
区
の
よ

う
に
、
地
縁
や
血
縁
に
よ
ら
な
い
、
そ
れ
で
い
な
が

ら
、
自
己
完
結
的
な
地
域
社
会
で
は
、
人
と
人
、
人

の
も
の
と
の
交
通
を
促
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の

メ
デ
ィ
ア
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
住

民
も
情
を
使
い
こ
な
す
こ
と
に
た
け
て
い
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
今
、
並
木
で

大
流
行
だ
と
い
う
し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー

な
ど
も
地
区
内
の
公
園
や
街
角
で
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、

良
い
も
の
を
安
く
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
と

し
て
、
生
活
の
一
部
に
組
み
込
ん
で
い
る
住
民
が
沢

山
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
を
見
て
も
、
必
要
に
応
じ

て
個
々
の
活
動
グ
ル
ー
プ
同
士
が
、
《
情
報
》
と
《

も
の
》
を
自
由
に
交
換
す
る
こ
と
を
媒
介
す
る
メ
デ
ィ

ア
を
、
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
創
り
だ
す
こ
と

が
、
並
木
の
よ
う
な
性
格
の
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
活
性
化
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
が
解
か
る
。

②
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
《
場
》

ア
地
域
活
動
拠
点

　
《
人
と
人
》
《
人
と
も
の
》
の
交
流
を
促
進
す
る

も
の
と
し
て
、
《
情
報
メ
デ
ィ
ア
》
と
供
に
《
場
》

（
拠
点
）
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

特
集
・
横
浜
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
基
礎
調
査
の
報
告

　
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
並
木
地
区
は
区
内
の
他
地

区
と
較
べ
て
地
域
施
設
の
整
備
水
準
が
高
い
。
そ
の

こ
と
で
、
実
際
に
地
域
活
動
も
活
性
化
し
て
い
る
し
、

利
用
者
の
地
域
施
設
に
対
す
る
要
求
水
準
も
高
く
な

る
。
他
地
区
の
住
民
か
ら
見
れ
ば
、
並
木
の
住
民
は

贅
沢
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
で
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
逆
に
、
そ
こ
か
ら
、
横
浜
市
の
現
在
の
地

域
施
設
が
抱
え
る
課
題
が
、
そ
し
て
今
後
の
地
域
施

設
の
望
ま
し
い
在
り
方
が
、
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

イ
飲
食
の
で
き
る
施
設

　
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、
《
飲
食
の
で
き
る
施
設
》

が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
強
か
っ
た
。
現
在
、
地
区

セ
ン
タ
ー
に
し
ろ
、
こ
ど
も
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
ハ
ウ
ス
）
に
し
ろ
、
原
則
と
し
て

飲
食
禁
止
で
あ
る
。
後
片
づ
け
の
問
題
な
ど
、
管
理

運
営
上
の
問
題
が
あ
る
の
は
よ
く
わ
か
る
。

　
し
か
し
、
会
議
ひ
と
つ
す
る
に
し
て
も
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
お
菓
子
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
と
な
り
、
話
題
が
広
が
る
も
の

だ
。
ま
た
、
並
木
の
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
事
務
所

の
事
例
の
様
に
、
飲
食
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会

社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
サ
ロ
ン
に
な
っ
た
り
、

施
設
は
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
さ
れ
る
。
《
気
ま
ま

に
ふ
ら
っ
と
入
っ
て
、
コ
ピ
ー
を
飲
み
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ペ
ー
パ
ー
を
読
む
な
り
、
知
ヴ
合
い
と
お
し
ゃ

べ
り
の
で
き
る
喫
茶
店
や
パ
ブ
感
覚
の
地
域
施
設
》

を
実
験
的
に
で
も
整
備
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

ウ
地
域
活
動
の
た
め
の
事
務
所

　
「
事
務
所
が
欲
し
い
」
と
言
う
声
も
強
か
っ
た
。

連
合
町
内
会
関
係
者
に
し
ろ
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

に
し
ろ
、
リ
ー
ダ
ー
の
自
宅
が
事
務
所
代
わ
り
に
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
会
の
資
料
の
保
管
や
、

ワークショップの風景

ティータイム―行政とコミュニティとの情報のキャッチボール

　平成５年、金沢区は、ゆめはま2 0 10プラン策定を目的として、

並木在宅支援サービスセンターにおいて、区内の福祉活動グループ

メンバーを集めて、＜地域施設と地域活動≫をテーマにしたワーク

ショップを実施した。そこでも、広報横浜の改善を始め、福祉110

番の充実や、コンピューターを利用したボランティア情報コーナー

の設置など、地域情報がキャッチできるシステムづくりに対する提

案が、特に並木地区のグループから強くだされている。
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電
話
連
絡
の
取
り
次
ぎ
等
が
自
宅
で
行
わ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

　
　
「
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
自
分
た
ち
家
族
の
荷
物
だ

け
で
も
収
納
に
苦
労
す
る
。
資
料
は
増
え
る
一
方
で
、

整
理
し
て
保
管
す
る
場
所
を
確
保
す
る
の
が
大
変
だ
。
」

　
　
「
昼
間
は
働
き
に
で
て
い
る
の
で
、
会
の
関
係
者

や
行
政
か
ら
の
電
話
連
絡
は
妻
や
娘
が
と
る
こ
と
が

多
く
な
る
。
電
話
相
手
か
ら
、
な
ぜ
お
父
さ
ん
は
昼

間
い
な
い
の
だ
と
問
い
詰
め
ら
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
昼
間
い
な
い
の
は
あ
た
り
ま
え
だ
、
と
娘
が
怒
っ

て
い
た
。
」

　
現
在
の
地
区
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
特
定
団
体
の
事
務
的
な
使
用
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
定
期
利
用
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
な
る

べ
く
、
多
く
の
人
達
の
使
用
に
供
す
る
と
い
う
趣
旨

か
ら
だ
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
施
設

が
量
的
に
あ
る
程
度
充
足
さ
れ
て
き
た
ら
、
施
設
内

に
各
種
団
体
の
た
め
の
ロ
ッ
カ
ー
を
配
置
し
た
り
、

事
務
局
の
方
で
、
団
体
の
た
め
の
電
話
の
取
次
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
等
の
発
想
の
転
換
が
あ
っ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

＠
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
え
る
〈
組
織
と
人
Ｖ

ア
地
域
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
並
木
第
三
小
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
や
、

並
木
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
事
例
を
見
れ

ば
わ
か
る
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
運
営
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
育
成
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

対
し
て
、
専
門
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。
本
来
な
ら
ば
、
そ
の
役
割
を
、
そ

の
地
域
社
会
の
住
民
が
担
う
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は

そ
れ
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
　
「
あ
る
研
修
会
で
、
民
生
委
員
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
と
大
学
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
て
、

無
性
に
腹
が
立
っ
た
。
」
と
い
う
声
を
並
木
地
区
の

民
生
委
員
か
ら
聞
い
た
。
民
生
委
員
は
あ
く
ま
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
生
業
と
し
て
い
る

専
門
家
で
は
な
い
。
専
門
家
に
な
る
た
め
に
当
然
必

要
な
自
己
研
鎖
に
時
間
も
お
金
も
か
け
ら
れ
な
い
の

が
現
状
だ
。
事
実
、
彼
女
自
身
も
、
母
親
の
介
護
を

し
な
が
ら
、
自
分
の
時
間
を
削
リ
取
る
よ
う
に
し
て
、

ギ
リ
ギ
リ
の
使
命
感
で
民
生
委
員
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
、
高
い
壇
上
か
ら
頭
ご
な
し
に
専
門

家
並
の
力
量
を
求
め
ら
れ
た
ら
、
腹
が
立
つ
の
が
あ

た
り
ま
え
だ
ろ
う
。

イ
地
域
活
動
へ
の
支
援

　
ま
た
、
金
沢
区
で
全
区
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ケ
老
人
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
《
グ
ル
ー
プ
ユ
ー
カ
リ
》
で
は
、
会
場

費
ま
で
を
自
分
達
の
会
費
で
賄
っ
て
い
る
と
い
う
。

い
く
ら
自
発
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
完
全
な
無
償
の

行
為
に
た
い
し
て
、
時
間
や
労
力
の
み
な
ら
ず
、
金

銭
ま
で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
今
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
取
り
巻
く
社
会
シ
ス
テ
ム
は
ど
こ
か
お
か
し
い
。

　
先
に
述
べ
た
《
あ
じ
さ
い
の
会
》
の
例
の
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
核
と
な
る
ス
タ
ッ
フ
に
対

し
て
、
プ
ロ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
力
量

を
求
め
る
な
ら
ば
、
な
に
よ
り
も
、
彼
や
彼
女
達
が

時
間
的
か
つ
金
銭
的
な
余
裕
を
も
っ
て
活
動
で
き
る

様
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

ス
タ
ッ
フ
個
人
に
、
と
い
う
よ
り
も
、
活
動
団
体
に

対
す
る
支
援
の
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
し
ろ
連
合
町

内
会
活
動
に
し
ろ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
非
営
利
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
質
や
量
に
応
じ
て
資
金
的
に
も

組
織
的
に
も
自
活
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な

支
援
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
（
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
等
）

が
、
横
浜
市
で
も
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
来
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

Λ
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
名
和
田
是
彦
、
直
原
功
、
大
野

緑
郎
、
関
口
昌
幸
が
行
い
、
文
章
は
関
口
、
直
原
が

取
り
ま
と
め
た
。
Ｖ
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